に対する 怒りが 火の やうに 胸に 燃える の を 覚えた。 振 

り 返 つて 見る と 男 はもう 机の 前に 帰 つて 居て 静かに 読 

書 を 続けて 居た。 涙 を 零しながら 欄の 上から 顔 を 出し 

て 下 を 見る と、 遠 州 流の 生花の 心の 枝の やうな 反り返 

つて ひよ ろな がい ァカ シャの 木の 根の 下の 処に向 ひ 合 

つて 置いた 二つの ベ ンチに 人の 出て 居る のが 目に 入つ 

た。 此方 向いた 方に は 主人の ルイと 西班牙の 踊 子が 居 

る。 土の 上に 低い 小い 卓が 出されて 居て、 リキュ ウル 

用の 小い コップが 三つ 程と、 ビィル の コップが 二 つと 

酒の 瓶の 二三 本が 置かれて ある。 向う 向きの ベ ンチに 

はお かみさんの ブラン シュ とお し) J と に 来る 小 母 さ ん 



『キキ が 珍しい のかい。』 

と 云って、 男 は 立ち上ら うとした。 

『だって、 だってもう お腹が 大きくな いの だもの。』 

『噓 だら う。』 

靴 を 穿いた 男 は 草履 穿の 背の 低い 女の 肩に 手 を 掛け 

て 下を視 いた。 

『もう 入つ ちゃった わ。 どうした のでせ うね、 それに 

好い なり をして た わ。』 

『少し 妙 だね。』 

男 は 下から 目 を 上げた ルイと 顔 を 見合せ て 

『今日は。 〔# 「ご は 底本で は 脱落〕』 



河 合 は 両手 を 拡げて 見せた。 

『二十日 かい、 今日は。』 

『さう かね。』 

男 は 女 を 見て 云った。 

『さう です わ。』 

『驚いたら う。 当月 は 何 一枚 書いて 居 や あしない よ。』 

河 合 は 態とら しい 元気 好い 声で 云った。 

『驚き はしない よ。 君の こった もの。』 

『ヽゝ ヽ o コ 

『、？ J 』 

河 合 は 首 をす くめて 笑った。 

『俺 は 馬鹿 ぢ やない から 何も 出来 や あしない、 出来 や 



底本 ： 「中央 公論」 中央 公論 社 

1913 (大正 2) 年 3 月 号 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 旧字 を 新字 

にあら ためました。 

※底本に は、 「ルバン」 と 「ロバン」 がと もに 見られ ま 

入力 ： 武田秀 男 

校正 ： 門 田裕志 

2 003 年 2 月 2 日 作成 

2 003 年 5 月^日 修ノ王 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



